
 

 

 

 

 

 

    

校長 足立 浩  

 先週の２６日（金）、ご多用の中ＰＴＡ総会にご参集いただきありがとうございました。コロナ禍の１年で

したが、子どもたち、学校を支えていただいた保護者の皆様に改めてお礼申し上げます。現役員の皆様から新

役員の皆様へのバトンタッチが進みます。ウィズコロナの時代を迎え、行事や活動もこれまでとは規模や形

が異なったものになり企画運営も難しくなるかと思います。引き続きご支援の程よろしくお願いいたします。 

 

２月１７日（水）には、多くの皆様の念願であった学校再開の日を迎えることができました。朝、車が到着

し、検温や健康観察カードの確認を経て、子どもたちが玄関から入ってくる姿を見ると、感慨深いものがあり

ました。学校に登校して友達や先生と一緒に勉強できるという当たり前のことが実現するまで、本当に長い

月日、時間がかかりました。この日を迎えるにあたっては、保護者の皆様に一方ならぬご理解とご協力をいた

だきましたこと、心中より感謝申し上げます。初日の放送朝会で私は４つのことを話しました。①コロナに感

染しない学校生活を送ること、②集中して学校での学習に取り組むこと、③体力が弱っているのでけがに気

を付けること、④多くの人の支えがあり今日を迎えられた、改めて感謝の心を持って過ごしてほしいことを

伝えました。各教室をまわると早速授業が始まっていました。先生と子どもたちの良い関係が既に築かれて

いるのだと思います。対面での授業がとても自然で、穏やかで温かな雰囲気でのスタートとなりました。２月

１７日は、私たち教職員にとっても忘れられない１日となりました。 

学校を再開した喜びを感じつつも、新型コロナウイルス感染対策をしっかりとして教育活動を進めなけれ

ばなりません。大使館様のご支援のもとデリー準州政府に要望書を出し、特別に許可を得た中での再開です。

決して油断することなく日々緊張感を持ち「学校における新しい生活様式」に則り、①感染源を断つこと、②

感染経路を断つこと、③抵抗力を高めることを具体的に推進していきます。 

２月の行事として、７日（日）にはオンライン学習発表会を、１０日（水）にはＢＢＳとのオンライン交流

会を実施しました。発表会ではオンライン学習で学んだ内容の成果を多くの皆さんに発表することができま

した。画面上で子どもたちの頑張りをご覧いただけたことと思います。ＢＢＳとの交流では、これまでの学習

成果を発揮し、日本とインドの文化を互いに理解し合うことができました。３０年続く交流がコロナ禍でも

途切れることなく実施でき本当によかったです。 

明日３月２日（火）は、落語家の桂サンシャインさんのオンライン公演を予定しています。この行事は、本

校理事長の佐藤充孝様に企画いただいたもので、オンライン授業が続く中頑張った子どもたち、保護者の皆

様、教職員に対する慰労・激励の会になればと設定していただきました。誠にありがたい限りです。お時間の

許す方はぜひ Zoom部屋に入っていただき、楽しいひと時を過ごしていただければ幸いです。 

いよいよ３月５日（金）には卒業証書授与式、１１日（木）には修了式を迎えます。今年度の卒業式は、感

染対策のため規模を縮小し、来賓の方は大使館様、理事長様、ＰＴＡ会長様の３人としています。また、式を

２部制にし、午前は体育館にて対面で、午後は一時帰国生のためにオンラインで実施します。 

 子どもたちが心から「学校に登校できてよかった」と思えるように、残る日々を大切に過ごしていきたく思

います。引き続きよろしくお願いいたします。 
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学校再開並びに再開後の教育活動にご理解とご支援をいただきありがとうございます。 


